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生活クラブ北海道 機関誌
チュプとはアイヌ語で太陽、月の意味

ＩＮＤＥＸ

2023 No. 484

５月号

牛乳利用結集

2023 年度 運営委員長紹介　白石 /厚別 / 東 /いしかり
３

４～５

会って 話して 楽しく活動♪

７

６

４月22日に、今年度第１回目のあみーかによる展示説明会を行いました。強い風の吹く中で
したが、午前は５人、午後は９人の来場者があり、大盛況！ スタッフの消費材説明にも一段と
気合いが入り、楽しく活動できました。公園の周辺だけでなく他の地区からの来場もあり、組
合員みんなで取り組んだ４月の一斉チラシまきの効果を感じました。調味料や冷蔵品をはじめ、
たくさんの消費材を手にとってもらうことができたので、実際に味をみて「生活クラブを始め
たい」と思ってもらえるといいなあ♡ と思います。次の行事へもお誘いしたので、今後は電話
かけなど、加入につなげていけるように取り組んでいきます。　　     〈 運営委員長   清水  睦 〉

今こそ！ 飲んで 伝えて つながろう

ዷ␜⺑ゞみ߆

いしଁୀኞ᳟

みんなで利用！ みんなで拡大！
生活クラブをひろげましょう

エネルギーも自分たちで賄う
再生可能な自然エネルギーにチェンジ！
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月
の
理
事
会
か
ら

●
２
０
２
３
年
度
の
わ
く
わ
く
ま
つ

り
に
つ
い
て
、10
月
９
日
（
祝
・
月
）、

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
を
会
場

に
開
催
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

●
第
十
三
次
中
期
計
画（
２
０
２
４
年

〜
２
０
２
８
年
）
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
承
認
し
ま
し
た
。

●
監
事
会
か
ら
２
０
２
２
年
度
監
査

報
告
書
の
提
出
が
あ
り
、
承
認
し

ま
し
た
。

●
展
示
説
明
車
あ
み
ー
か
で
の
ワ
ン
コ

イ
ン
お
試
し
購
入
セ
ッ
ト
「
素
材
が

い
ち
ば
ん
、卵
か
け
ご
は
ん
セ
ッ
ト
」

の
導
入
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
決

定
し
ま
し
た
。

●
２
０
２
３
年
度
に
開
催
す
る
福
祉
を

考
え
る
連
続
企
画
に
つ
い
て
討
議
し

ま
し
た
。

●
「
北
海
道
マ
ウ
コ
ピ
リ
カ
宣
言
」活
動

に
つ
い
て
、
５
月
17
日
の
ス
タ
ー
ト

集
会
か
ら
賛
同
者
を
募
っ
て
い
く
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

組織（４月度 ）
組合員数 12,446 名

加入 53 名 脱退 75 名
共同購入（５月度 ）
利 用 高 ２億 3,151 万 8,177円

１世帯当たり 18,602円
グリーンシステム（４月度 ）
Ｒ び ん 回　収 16,295 本

回収率 72.8 ％
紙パック 売却金 7,560 円

回収率 60.1 ％
ピッキング袋 回収率 21.2 ％

福祉基金（４月度 ）
賛同者数 3,034 名 賛同率23.1 ％

エッコロ（４月度 ）
加入者数 4,072 名

加入 ５名 脱退 ９名
生活クラブ共済 ハグくみ  （３月度 ）
加入件数 1,535 件

CO・OP共済（３月度 ）
保有件数 たすけあい 4,098 件

あいぷらす 1,896 件

電気の共同購入  （２月 ）
〈 供給契約者数 〉 770 名

〈 電源構成比  速報値 〉
２月は、約９割の電力を再生可能エネ
ルギー発電所からお届けしています。

２
０
２
３
年
度
の
特
別
な
活
動
と

し
て
、
パ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

し
ま
し
た
。
各
支
部
か
ら
集
ま
っ
た

11
人
の
メ
ン
バ
ー
と
京
田
食
品
㈱
が

と
も
に
、
パ
ン
の
利
用
を
増
や
し
て
い

く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
楽
し

く
真
剣
に
考
え
ま
す
。

１
回
目
の
会
議
で
は
、
パ
ン
へ
の
意

見
や
、
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
な
ど

を
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
米

や
牛
乳
、
畜
産
な
ど
の
主
要
品
目
は

最
重
要
課
題
で
す
が
、
パ
ン
も
添
加

物
を
極
力
使
用
せ
ず
、
道
産
小
麦
を

使
用
す
る
な
ど
国
内
自
給
率
を
ア
ッ

プ
さ
せ
る
た
め
の
大
切
な
消
費
材
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
市
場
に
あ

る
中
で
生
活
ク
ラ
ブ
の
パ
ン
の
素
晴

ら
し
さ
を
発
信
し
て
い
く
活
動
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
お
楽
し
み
に
!!

み
な
さ
ん
、
４
月
の
チ
ラ
シ
ま
き

は
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
か
？

テ
レ

ビ
Ｃ
М
や
番
組
内
で
生
活
ク
ラ
ブ
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
賑
や
か
な

春
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

街
に
は
人
が
あ
ふ
れ
、
夏
に
向
け

て
よ
り
人
の
動
き
も
活
発
に
な
る
で

し
ょ
う
。
一
方
で
、
明
る
い
季
節
に

影
を
落
と
す
値
上
げ
や
卵
不
足
な

ど
、
生
活
や
社
会
情
勢
の
不
安
。
立

ち
向
か
う
に
は
仲
間
が
必
要
で
す
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
前
と
ほ
ぼ
同
じ
よ

う
に
、
展
示
説
明
車
あ
み
ー
か
や
実

参
加
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で
き
た
絆
を
、

こ
れ
か
ら
実
際
に
会
う
こ
と
で
よ
り

強
め
、
食
か
ら
人
の
輪
を
つ
な
げ
て
、

仲
間
と
一
緒
に
自
分
た
ち
の
生
活
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
中
身
は
私
の
も
の
・
び
ん
は
み

ん
な
の
も
の
」
を
合
い
言
葉
に
、
び

ん
の
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
に
取
り
組

み
、
大
勢
の
力
を
結
集
し
、
グ
リ
ー
ン

シ
ス
テ
ム
を
開
始
し
て
30
年
が
経
ち

ま
す
。
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
や
醤
油

な
ど
、
ラ
ベ
ル
や
び
ん
に
あ
る

は
、

回
収
の
対
象
と
な
る
リ
ユ
ー
ス
び
ん

マ
ー
ク
で
す
。
少
し
の
意
識
で
大
き

な
循
環
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。

委
員
会
で
は
び
ん
の
出
し
方
を

H
Ｐ
な
ど
で
詳
し
く
伝
え
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
プ
が
き
つ
く
て
取
れ
な
い
、
ラ

ベ
ル
が
剥
が
せ
な
い
、
と
い
う
声
も

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
中
を
す
す
い
で
、

回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。「
回
収
に

出
す
！
」
が
最
優
先
で
す
。
も
ち
ろ

ん
キ
ャ
ッ
プ
を
外
せ
る
方
は
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

昨
年
12
月
に
消
費
材
の
仲
間
入
り

を
し
た
『
十
勝
固
形
石
け
ん
』
を
み

な
さ
ん
使
っ
て
い
ま
す
か
？

リ
サ

イ
ク
ル
粉
石
け
ん
『
ひ
な
た
ぼ
っ

こ
』
の
生
産
者
で
あ
る
㈲
十
勝
リ
サ

イ
ク
ル
と
共
に
開
発
し
た
酸
化
防

止
剤
・
香
料
不
使
用
で
、
原
材
料
が

４
つ
の
シ
ン
プ
ル
な
石
け
ん
で
す
。

泡
立
ち
や
使
い
心
地
を
何
度
も
試

し
、
生
産
者
と
意
見
を
交
わ
し
な
が

ら
作
り
上
げ
ま
し
た
。

食
器
洗
い
、
洗
濯
、
掃
除

に
と
幅
広
く
使
え
、
汚

れ
落
ち
も
抜
群
で
す
。

ま
だ
十
勝
固
形
石
け
ん
を
使
っ

た
こ
と
が
な
い
人
は
、
ま
ず
は
食

器
洗
い
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ

い
。
手
軽
に
ス
ッ
キ
リ
汚
れ
が
落

ち
る
の
を
実
感
で
き
ま
す
よ
。

４
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みんなで拡大！みんなで利用！

ȁȶ̧̈́ࢡકऺ͉̜̳̥ͤ͘ȉȷȶ̷̭̥͈ͦͣ͜ક

ऺͬ၌ဥ̱̫̹̞̳̥́ȉȷ̭͈ৗ࿚ͅȂಏ̩ͤ̿ۼ

Ȫڐఱȫ͈ ೄ୪എ̈́փྙ̦̜̳ͤ͘ȃڐఱ͈༷ Ȫ༹HŰŸȫ

͉ș̜̳̦ͤ͘Ȃ̈́ ఱ̳͈ͥڐ̶ Ȫ̥Řũźȫͬ ֚ࣽഽࣉ

̢͙̳̀͘ȃŘũẕ́̈́́HŰŸ͉ͅૺ̞͛̈́͂এ̠̥ͣ

̳́ȃક࣐൲̦২ٛͬ་̢ͥȂ࣭͈֚ষॲުͬͥȤġ

̷͉̭̦ͭ̈́͂̾̈́ͥ͜ͅڐఱ̳̦́Ȃࣽ ͉ٝ̈́߃

કऺ͈၌ဥ̥ͣڐఱ̧̳̞ͬ̀͘ࡉȃ

ȁڰ·ρή͉́Ȃழࣣ֥͂ॲ৪̦̱ࣣ̞ͬȂএ

ခ̱̦̈́ͣȂĵ0ා͈ಿ̧̹ͩͤͅအș̈́કऺވ̞ͬ

ͬྖ̹̱ܖ৽ু̞̱ࡕอ̧̱̱̹̀͘ȃ̷͉ͦȂٳͬ

̹֚ྫඵ͈͈̳́͜ȃఉ̩͈કऺ͉ڰ·ρήழ

ࣣ֥͈̹͛ͅै̹͈ͣͦ́͜Ȃఈͅ์คࠐႹ̵̻ͬ͘

ͭȃজ̹̻͉̻̳͈̹ͥ͜͞ࡉ࿒̧̦̞͈ͦ̈́͜

͉̩́̈́Ȃհ̧͈̦͓̹̞́ͥ͜Ȋġ̞͂̀̽͘ܐ

̳ȃॲ৪͉ু̞̱ࡕ৽ܖ̦ͬͤ̈́ͣȂ̷ ͭ̈́জ̹

̻ழࣣ֥͈এ̞ͅ؊̢Ȃॲ̱̞̳̀͘ȃ̷̱̥̱͈

કऺ͉Ȃ၌ဥ̱̫̈́ͦ͊ठॲ̧̳̭̦̩ͥ͂́̈́

̈́ͤȂક̢ͥخෝ̦̜̳ͤ͘ȃषͅȂழࣣ֥͈ઁࡘ

̜ͤ͜͞ޣג͈ࣞثȂఉ̩͈કऺ͈၌ဥ̦೩ྸ̱

̫̞̳̀͘ȃȶ̱͢Ȃ̹ ̩̯ͭฃ̽̀ॲ৪ͬ؊̳ͥ׳

̸Ȋȷ͂փࣺ́ͭ͜ܨȂ֚ ͓ͣͦͥၾ͉ͦ̀́ز

̞̳͘ȃ̭̥ͦͣ͜জ̹̻̦၌ဥ̱̫̞̩͉̀ͅȂ

͓ͥಏۼȂ͓࢛ͥͬ௩̳̭̦͂͞ຈါ̳́ȃ

拡大チラシをポスティングしたり、試食会で消費材を食べてもらったりと、私たちは生活クラブのことを
知ってもらう活動を行い、仲間を増やしてきました。この組合員が行う拡大活動はとても重要な意味を
持ちます。組織委員会担当理事の竹森さんに、拡大する意義について話を聞きました。

ȁΙρΏ̧͉͘Ȃழࣣ֥̦৽ఘഎ৾ͤͅழ͛ͥڰ൲́

̳ȃڐఱڰ൲͈୨̱ͤ͂̀Ȃȶː֚ΙρΏ̧͘ȷ

ΞτΫ˟т̹̱ד༶̵ࣣ̀ͩͅۼܢȃ̭͈̹̱̞࣐ͬ͘

ͬȂ̮ ။̱̹̥̈́ͤ͘ͅȉġڰ·ρή͈ഽͬࣞ͛ͥ

͂൳শͅȂழࣣ֥ͅڐͅވ̫̀࢜ఱ̦̠͈ͬͭ͊ͧփ

ྙࣣ̞ࣺ̱̹͛͘͜ȃ̯ͣͅ2023 ාഽ̥͉ͣȂȶࠃ

໐ςͺڐఱȷ̱͂̀Ȃ୷प༷࿂͈حව̫ව

ͬͤḀ̑ͩ̽̀ثই̱̱̹͘ȃકऺ͈ٳͦ͜

͓ͥழࣣ֥̦௩̢̭ͥ͂ͬڐ̦̞ͣ̈́ܐఱ̱̞̳̀͘ȃ

୷प̤ͅో̦̞༷͉ͥȂ̶͌કऺ̞̾̀̀̽ͅࢊ

͙̩̺̯̞͇̀ȃ

ȁ૽̞͂ٛȂ̭ͬ͂ͥࢊఱম̧̱̹̀ͅڰ·ρήȃ̷

̦ͦඳ̱̥̹̽ὺࠐͬؼȂոஜ͜ͅ௩̱̀̾̈́

̦̭͈ͥ͂ఱ୨̯̱̞̳ͬۜ̀͘ȃࣽාഽ͜ڎ໐

͉́Ȃജা୰ྶ৬̜͙Ȝ̥Ȃॲ৪͈͂ρδڐఱȂત

ٚ΅λϋβȜϋ͉̲ͬ͛Ȃਇ̹̱ͣާͬ࢜ͼαϋΠͬ

ْܑ̱̞̳̀͘ȃ̧̜̹͈̈́̈́ࢡકऺ͉̥̳́ةȉġ

ోͅȂ̶̤̈́߃ȉģ̷̥̳̇ͦͬ́ࢡ̦̭̓ ̽ࢊ͌

͙̩̺̯̞̀̀Ȋġ̷̱̀ழࣣ֥ͬ௩̱͞Ȃॲ৪͈ٯ

̯̜̹ͭͣ͛̀ͅȶ̭̥ͦͣ͜ै̫̩̺̯̞ͤ̀ȷ

͈এ̞ͬഥ̢̧̞̱̠̀͘͡Ȋġழࣣ֥͈͂ઁࡘ၌ဥ͈

೩ྸ̧ͬے༐̳͓̩Ȃڰ·ρήཤ٬ൽ͈ழࣣ֥͙ͭ

̈́́জ̹̻͈કऺͬ၌ဥ̱Ȃڐఱڰ൲̳̳̞ͬ͛̀

̧̱̠͘͡ȊġġġġġġġġġġȪழտ֥ٛ൚ၑমġġಅ૩ġྶঊȫ

2023 年度  拡大チラシ

恵庭支部 拡大イベント
「生活クラブ イチオシの豚肉試食会」  2023 年２月

食べる仲間を増やしましょう！

消費材はオーダーメイド
組合員が買わないで誰が買う !?
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「中身がわかって、安心して飲むことができる本物の牛乳を飲みたい！」と望む組合員と、本物の牛乳の価値を正しく
理解し飲み続ける消費者を求めるサツラク農協が出会い、信頼関係を強めながら作り上げ、飲み続けてきた生活クラ
ブ北海道の牛乳。今年度は６・７月を牛乳強化月間とし、各支部で企画・開催する学習会、料理講習会、くらぶラボ、
試飲などを通して牛乳を取り組む意義や背景への理解を深め、利用結集につなげます。 〈本部消費委員会〉

೩أफ़ݱ͉ර͂͞ݿ

൳̲ȶȷ̺̥ͣ

ક̳͈̞́ౣ̦ࡠܢ

ڰ·ρήݱ͉Ȃୋ

௮͜ྶܱ̱̞̳̀͘

サツラクの提携牧場は

札幌近郊７戸限定

生
活
ク
ラ
ブ
牛
乳
は

生
産
か
ら
流
通
ま
で

す
べ
て
が
あ
き
ら
か
な
牛
乳
で
す

たくさんの思いや願いがギュ～っと詰まっています

● 低温殺菌をするためには、生菌数が少ない良質な生乳が必要。牛の健康を第一に考えています

● 適正価格で予約共同購入をすることで生産者の再生産が可能になります

● 飼料は非遺伝子組み換え。飲むことで遺伝子組み換え反対の意思を示しましょう

● 飲むことで地産地消・国内自給率アップに！

● 牛乳パックは開いて回収。売上金は「古平の海を育む森づくり」などに使われます　

もっと知ろう！生活クラブ牛乳

65℃ 30 分殺菌で、生乳

そのものの栄養や風味を

できるだけそのままに

飲んで 伝えて つながろう

お
い
し
い
よ
～

つながる ミルクメッセージアクション
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生産現場を知り、作る側と食べる側の理解を深める牧場見学会が 2020 年度より

中止となっています。そこで、昨年 12 月に組合員を代表して本部消費委員長が

提携４牧場を訪れました。各支部のイベントなどで視聴できるよう、牧場の様子

やサツラク工場の製造ラインなど生活クラブ牛乳が私たちの手元に届くまでの動

画を作成しました。生活クラブ牛乳を学び、飲んで、生産者とつながりましょう。

2022.12ᗭිጴてまた
生産者とつながろう！

生乳の生産から牛乳・乳製品の製造、販売までを一貫して

行う酪農専門協同組合。「生乳に優る牛乳はなし」をモットー

に、牛の健康を第一に考え、土づくり、草づくり、飼育環境

にもこだわっています

ଡ଼୫ラクᰠᏦඩᡗ෭とଘ
厳しい寒さとみぞれまじりの天候でした
が、組合員の思いをしっかり届けて取材
をしてきました

牛乳にはコクとうまみ成分がたっぷり。和食

の調味料としてもおすすめ。味がマイルドに

なりますよ。

ଡ଼��memo 牛乳のたんぱく質や脂質は、胃や腸の中で糖質

の吸収を遅らせ、血糖値の上昇を抑えるように

働くと考えられていま

す。炭水化物と組み合

わせて献立にも取り入

れましょう。

「ビオサポ」とは、生命を意味する「BIO」と「美」を掛け、生命力にあ
ふれた健康な食生活をサポートしていく、という意味の生活クラブの造語。

牛乳は
飲むだけじゃない

乳和食

減塩
美味しく

カルシウム摂取

各牧場に「タオル一本運動」のタオル

を贈呈。生産者から組合員へ向けてメッ

セージをボードに書いてもらいました。

今年度からは、「タオル一本運動」に代

わって「つながる ミルクメッセージ
アクション」が始まります。詳しくは

生活クラブニュースをご覧ください。

「愛情いっぱい牛を育てています！」と菖
あやめ

蒲牧場
の皆さん

飲んで 伝えて つながろう
బૼଆỠ
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2023 年度の支部活動が元気にスタートしました。４月の一斉チラシまきを皮切りに、展示説明車
あみーかを使った拡大も始まり、今後も各支部では議案書に沿って活動を展開していきます。４人
の運営委員長のみなさんに、おすすめ消費材や今年度の活動について語ってもらいました。

����ၸႎ  ᱏཙำᴠᡒభ

会って  დして  ڢしく活動ʴ
‐ࠗ࠻ࡦࡌ ࡞ࠛ࠙ ࠹ࠖࡄࡓࠞ  生産者とࡏࠦߩᄢ

᭯ଛᤇ ġঌ์͂ྙ̦̭̭֑̠́͘ક

ऺ͜ઁ̞̥̈́͜ȃԺനཪા̧͈͌ර

͉ڰ·ρή̱̥́ࣔව̵̧́ͭ͘ȃ

ຟᙰảଗୠ୭ુ ̻̻̱̀͜͜ྙ̱̞Ȋన͈ၔ

̜ͥͅ᧥́শ͛ͅౣ̻͂̽ͤ͜͢͡ۼȪķȫ᧥́ͥ͂ͺ

σΟϋΞͅȃ

͈֚̾͌͂̾ͼαϋΠͬఱ୨̧̞̳̽̀͘͞ͅȃ̳͓̦̀ι

ͼϋͼαϋΠ́ Ȫ̳ઢȫȃ͘ ̴͉ȂĶ31͈ढ़ིΨσΨέȜ

ΒԺ͈͂ρδڐఱȊġॲ৪̦४̭͈̯̺̩̱͂ͥ̀ح

͂́Ȃ̳͙̱͂̀́͜ڢȃȁ

大野 直子

組
合員
歴 10 年

おすすめ消費材

おすすめ消費材

おすすめ消費材

おすすめ消費材

支部のメインイベント

支部のメインイベント
支部のメインイベント

支部のメインイベント

会って  დして  ڢしく活動ʴ会って  დして  ڢしく活動ʴ

組合
員歴６年

原田 佳

ᗨఄȁġ͂͂͜͜ز֥ݱఱ̧̳́ࢡ

̦Ȃॲ৪̥ͣڰ·ρήݱ̞̾̀ͅ

̧ͤ̈́ͅࢡდ̞̯͈̯ͬ̀ͣͭͅݱ͞

̱̹͘Ȋ

అᗎ૽ଥう ġȶ͙ͭ̈́́કऺ̩̿ͤȷ́ Ȫࣣȫু டު২

͂໐̦ρδ̱̹̞̠͈̜̳̦͂ͤ͘͜Ȃ࿂ു̯̯̦̈́

̧̱̩̩ͬ̈́̀͢Ȃ̮͖̠͈̠͘ྙ̨̦̽͂͟ෛੀ̯̞ͦ̀

͈ͥ́Ȃ̩̱̞̤ͅࠚೀ̫̳͘ȃ̮͖̠ಋ̦̤̳̳͛ʴ

໐̧̦́̀ࣽාഽ́3Ķਔා͈̈́ͥ́ͅȂ໐̾ͤͬ͘

ʴ͙̱ͅڢȂൃ̤̯ࣼͬͭٯ൦̱̞̳̀͘ȃ໐͈

組
合員

歴 34 年

高下 洋子

Ẓබȁġ̹̮͘ਡ̩̞̈́ȃ၅͓́ͣͦ

ͥȃհ̩̹̩ͭ͋ৗͬ୫̧৾́ͥȃ

んଥଗଯପુ ̤ༀ͉ྙ̱̞Ȃྙ̱

̞Ȃྙ̱̞ȃ

ιͼϋͼαϋΠ͉10˓͈30ਔා໐̾ͤ͘ȃْ̜ͤדȂ

์ค̜ͤ͂େ̺̩̯̳ͤͭ́ȃ̷͈ఈȂĶݱ͂ͅΩϋͬ

͓̦̈́ͣͅࠚܨਬ̢࢚ͥ༆ŤŢŧŦȂķ2ĵ͈ȶ̫ͭΩ

χȜ࣒जȷ͉̻͈́ͭ͝֏႒͈ి̫ͭ́͞زম̦۰

ౙ̳̈́ͤ͘ͅ Ȋͬ͢ ഥ̢̧̞̳̀͘ȃ̜͙Ȝ̥͉ාķٝؾ൱

̱̳͘ȃ

ᖰଊସなଗᢍଳ᪺ฬȁġौාഽ͈

ॲ৪͈͂ρδڐఱ́Ȃςϋॸྫഞح

̳ͤͬో଼̳͈ͥ́͘დ̯͈ࣞ͞ثူו

̞̾̀ͅॿ̹̭̽͂Ȃঌ์̷͈͓͓̱͈̤̞̱͂ͬ̀

̯̦֑̞̺̹̭̽͂́Ȃ̳̳͘͘έϋ Ȋͅ

Კᒬુ ͅۼ͈̥ޱ̥ͣࠈςξȜᾼ͍ͭȂͺσȜσະ

ঀဥͅȤ͂ȶজ̹̻͈̫͈ͬ̀કऺ͈ૺاȷ̦ςͺ

σΗͼθ̲ۜͣͦͅȂॲ৪͈ૂۜͅȊྀঀ̠͈̺͜

̫ͅȂ̤ ̞̱̩̀հհ͈̦̈́͜ͅව͈͉̜̦̹̞ͥͤȃ

̥ͣၳͅذၑ࣒ਠ Ȫٛගර͂ݱȫͬ ˎٝȂਝ͉ͅȶॲ

৪͈͂ρδڐఱȷ̯֚͂ͣ̾ͅڐఱْܑ͈ঔ͂ȂːٝႲ

́Ȃழࣣ֥͞ٸ૧ܰழࣣ֥ͬည̠ै́ Ȋ̳

組合
員歴 30 年

清水  睦

͂́Ȃ̳͙̱͂̀́͜ڢȃȁ

会って  დして  ڢしく活動ʴ
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౫ᙳᲧアンアኘ୨ック
契約アンペア数によって基本料金が違います。必要以上の
容量を契約すると、余分な基本料金を支払うということに。

ちなみに従量電灯Ｂ（一般家庭）だ
と 20A で 748 円、30A で 1,122 円、
40A で 1,496 円となっています。

ᬥᙂᒹ
保温調理など、なるべくエネルギーを使わな
い工夫を！ 委員会では出前講座の中で、「おく
るみちゃん」を使った料理を紹介しています。

ஐୋୠ୦ୋルଗᛝ

乳牛の糞尿を酪農家から収集し、発酵させて発生
したバイオガスを使い発電します。2018年の北海
道胆振東部地震で起きたブラックアウトにより酪
農現場では搾乳ができず、大変な被害がありまし
た。緊急時には地域のバックアップ電源にも利用
できる、地元応
援の電気です。

エネルギーも自分たちで賄う

わたしたちは、もう、原発に頼りません。省エネルギーを推進し、志を同じくする地域
や顔の見える生産者と共に再生可能エネルギーをつくり、つかい、つなぎます。それは、
わたしたちみんなの願いのエネルギー。大切にしていきます。

わたしたちは、いま、エネルギー自治をめざします。太陽や風や水や森から、そこに暮ら
す地域のひとたちの理解や想いのもとにつくる再生可能エネルギーで、エネルギー自給
率を高め、地域に活力をもたらし、温室効果ガスをへらします。

わたしたちは、もっと、よい未来をつくります。再生可能エネルギーをみんなでつくり、
選び、つかうことで、もっとサステイナブルで、もっと安全で、もっと安心して暮らせる
社会につなげます。そんな未来の可能性を、みんなでいっしょにひろげます。

みんなでつくる、つかう、つなぐ。

省エネが基本！暮らしの工夫

ർᶏߦᣂߒ㔚᳇ߩ↢↥⠪߇Ⴧߚߒ߹߃

サステイナブル委員会

原発のない持続可能な社会をめざそうと再生可能エネルギーを中心に使う「生活クラブでんき」の共同購入開
始から６年が経ち、よりわかりやすく親しみやすくするためにロゴとステイトメント（声明文）を2023 年４月か
ら一新しました。たくさんの組合員で省エネをすすめながら、生活クラブでんきをはじめていきましょう！

㍿ࠍᏓ㧒߅くࠆߺ 㧓ࠎ߾ߜ
൮ߺߢ ۭ᷷

㧟�ଏ⛎㐿ᆎ！

ᣂ߇ࠢࡑࠧࡠߒ⺀↢

■ 家族が同じ部屋で過ごす ■ 朝型生活
■ 衣服で体温調整 ■ まとめて洗濯
■ 時間を空けず入浴 ■ 節水シャワーを使う など

消費材である「でんき」の実体をつくり、共有するために作りました。
ポジティブで幸せな電気をイメージしています。コンセントや暮ら
しを照らすランプシェードをモチーフに、コードの先にある生産者・
発電・環境・地球…それらをつなぎ、より良い社会をみんなで作る。
そのようなアクションの真ん中にくるマークです。

阿寒バイオガス発電
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コロナ下で延期・中止になる場合があります。新情報は
生活クラブニュースやホームページでご確認ください。

問合せ  生活クラブ本部   ＴＥＬ  011（887）8891

https://www.hokkaido-seikatsuclub.coop/

ニュース

5月 3 週

ニュース

６月１週

春が来た？ 寒っ！木々の葉はまだ無く、見通し良好。
樹木医さんの講義を受け、３分咲きの老木桜は、枯れて

いる枝もあるが頑
張ってるとのこと。
桜の幼木の冬囲い
を外し、小屋に雨
樋を付け、小屋の
状態を確認して…
お昼のせんべい汁
で温まる。さぁ、
今年も通うよ～ !!   
〈森づくりプロジェ
クト   上野 千惠子 〉

ニュース

６月１週

すべての土台、憲法を

「檻
おり

」と「ライオン」でわかりやすく！

日　時　６月 28日（水）　10：30 ～ 12：30
場　所　札幌エルプラザ  中研修室
内　容 ひろしま市民法律事務所所長 弁護士楾

はんどうたいき
大樹氏を講

師に招き、すべての土台である憲法の基本やしくみを
わかりやすく話していただきます。

࣒ٛ

主催　文化委員会

主催　サステイナブル委員会

日　時　６月 16日（金）　10：00 ～ 12：00
場　所　北海道大学   総合博物館前 集合
内　容 「地域から学ぶ歴史と平和」をテーマに大学構内を

フィールドワークします。北海道の被害と加害の歴
史を知り、平和を考えてみませんか。講師は北海道
大学大学院 小田博志教授です。

ཤఱέͻȜσΡχȜ·̵͈̤ͣ
ȶ̠͈͌͂̾͜΅λϋΩΑζΛί̹ͬ̓̽̀ȷ

（札幌市北区北８西３）

森びらき しました

日　時　６月 23日（金）　10：00 ～ 12：30
場　所　札幌エルプラザ  環境研修室
内　容 上映時間は 92 分。鑑賞後にカフェを開催します。

映画の感想や再生可能エネルギーについて話し合い
ましょう。

（札幌市北区北８西３）

,QVWDJUDP)DFHERRN ଫごଉ૾૭Ỡ

ࠫࡍࡓࡎ ࠄ߽߆

ࠕࠢ ࠬ でࠃࠆ߈

ȶࡔอ̹ͬ͂͛वಿ

ȷ̻̹زอͬ͂͛ͥࡔ̷̱̀

ٛדષْד

ࡈ ߩࡆࠖ 古平の海を

守るための森づくり

Ꮎのசஃஒ�᎖のේጤ▲

主催　文化委員会

ỳ���




